
パレスチナ問題を知ろう  
岡真理先生と学ぶガザ侵攻 
『ガザ・フェイス〜私たちは数じゃない！〜』展  
 連携公開セミナー 

画像：https://www.middleeasteye.net/news/israeli-forces-using-wanton-destruction-create-gaza-buffer-zone-report-findsより

主催：TUFSパレスチナ連帯活動

連絡先：tufsforpalestine@protonmail.com

10/15 (火)
18：00～20:55

 東京外国語大学

研究講義棟1階 101号室

※Zoom配信無し

～岡真理先⽣紹介～
東京外国語⼤学アラビア語科を卒業し、現在
は早稲⽥⼤学⽂学学術院教授、京都⼤学名
誉教授。専⾨は現代アラブ⽂学、パレスチナ
問題。著作に、『アラブ、祈りとしての⽂学』、
『ガザに地下鉄が⾛る⽇』（以上みすず書
房）、『ガザとは何か―パレスチナを知るため
の緊急講義』(⼤和書房)などがある。

共催：東京外国語大学フィールドサイエンスコモンズ

 　　東京外国語大学国際社会学部大石高典ゼミ

～講演会詳細～
本学卒業⽣であり、⻑年に渡りパレス
チナ問題について研究をされてきた岡
真理さんをお呼びして講演会を⾏いま
す。講演では、シオニズムやナクバの⽇
といった、パレスチナ問題の基本的な
背景から、昨年１０⽉以降のガザ侵攻、
そして現在の状況について学びます。

使⽤⾔語：⽇本語 ・対象者：学⽣・⼀般 ・事前登録不要/参加無料

【当日プログラム】

17:45 開場 

18:00〜19:35 講演

19:50〜20:50 ディスカッション・

　　　　　　　質疑応答

20:55 閉会

【東京外国語⼤学アクセス】

 ◆〒183-8534 東京都府中市朝⽇町3-11-1 ◆JR中央線「武蔵

境」駅のりかえ ⻄武多摩川線「多磨」 駅下⾞ 徒歩5分 （ＪＲ新

宿駅から約40分） ◆京王電鉄「⾶⽥給」駅北⼝より多磨駅⾏き

京王バスにて約10分 「東京外国語⼤学前」 下⾞

講演題目 ガザ、真正の《ジェノサイド（Genos-Cide）》としての


